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【江戸時代の飲食器】　

　江戸時代の食事に使う食器類は、武士や農民な

ど身分によって、様々な品質や種類のものを、

使いわけていました。展示した資料は、主に東京

メトロ副都心線雑司が谷駅建設に先立って行われ

た発掘調査で出土したものです。江戸時代後期

（18世紀後半から19世紀前半）の遺物で、庶
しょみん

民

の普段の食
しょく

膳
ぜん

を再現したものです。

 

　当時の風
ふうぞく

俗を描いた絵画資料などからは、江戸時代の庶
しょみん

民の食生活を知ることがで

きます。一人に対して、一つのお膳
ぜん

が用意され、飯
めしわん

碗と汁
しるわん

椀の他に、皿、小鉢などお

かずを入れる食器が基本の形でした。またお祝い事（ハレの日）などや宴会を行う時

には、別に用意された大皿に料理が盛られ、お酒なども飲まれました。

　当時の江戸では、食事は朝、昼、晩と三食とり、飯は、朝に炊かれました。また汁

も朝に作られました。昼には野菜や魚などを一品増やし、夕食は香
こう

の物で茶漬けを食

べていました（※『守
もりさだまんこう

貞謾稿』より）。

　発掘調査の成果で出土した食器類に、どんな料理が盛りつけられていたのかは、遺

跡の出土資料だけでは、窺
うかが

うことは困難です。しかし食べ物のごみと考えられる、

貝
かいがら

殻や魚
ぎょこつ

骨などが出土することから、どのような物を食べていたのかその一端を、知

ることができます。

【江戸時代の生活用具】　

　現代に生きる私たちの生活では、便利な道具が多

く使われています。江戸時代には、電化製品こそあ

りませんが、使いやすいように、工夫を凝
こ

らした

様々な道具が使われていました。展示した出土遺
い

物
ぶつ

の中には、今はもう使われていないものと、形を変

えずに、現在も使われているものがあります。

　まず擂
すりばち

鉢は、食べ物を擂
す

り潰す道具です。現代で

も使われていて、基本的な形は江戸時代のものと、

変わりありませんが、材質や大きさなどが違います。

　

　また火
ひ い

入れ・煙
き

管
せる

・灰
はいおと

落しを見てみましょう。この三点は江戸時代の喫
きつえん

煙具
ぐ

です。

火
ひ い

入れは、火
ひ

種
だね

を入れておくものです。この火
ひ

種
だね

で、煙
き

管
せる

に詰めた煙
た ば こ

草に火を着けま

す。一服した後、煙
た ば こ

草の灰は、灰
はいおと

落しに捨てます。火
ひ い

入れと灰
はいおと

落しは、現在で言うと

ころの、ライターと灰皿ということになります。現代とは形が異なりますが、煙
た ば こ

草を

吸う人にとっては、今も昔も変わらず、必要なものでした。

江戸時代の喫
きつえん
煙具

ぐ

（左：姫だるま形の火
ひ い
入れ、中：煙

き
管
せる
、右：火

ひ い
入れを転用した灰

はいおと
落し）

『教
おしえ
草
ぐさ
女
にょうぼう
房形

かた
気
ぎ
』（1846～ 1868 年）

山
さんとう
東京

きょう
山
ざん
『帝国文庫第 40 校訂続気質全集』

博文館 1896年
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　江戸時代の喫
きつえん

煙は、金属（真
しん

鍮
ちゅう

や銅など）製の煙
き

管
せる

を使っ

たんだよ。煙
た ば こ

草の灰を捨てる時は、灰
はいおと

落しの縁
ふち

に、煙
き

管
せる

を打

ち付けるんだよ。だから縁
ふち

は欠けてしまうんだね。

　火
ひ い

入れは、灰を入れて、火
ひ

種
だね

を絶やさない様にしました。

火
ひ い

入れと灰
はいおと

落しを兼用する場合もあったようです。

　あーっ！お椀の形で、漆が残ってい

るよ!!

　『守
もりさだまんこう

貞謾稿』は、天
てんぽう

保８(1837)年に起稿された、喜
き た

田川
がわ

守
もりさだ

貞による、江戸時代の風
ふうぞく

俗などをまとめた書物です。

　擂
すりばち

鉢には孔
あな

が穿
あ

けられていました。植木鉢

などに転用されたのでしょうか。
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